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電磁場の零点エネルギーは場の無限自由度に起因して発散してしまう。しかし、共振器内

外の零点エネルギーの差は有限である。1948年、Casimirはこのエネルギー差が現在 Casimir
力と呼ばれている、共振器内外を仕切る導体間の引力として現れることを示した 1)。以来、

現在に至るまで物理学の進展に応じて様々な Casimir力の研究が行われている。これまで
Casimir 力は、主に(1+1)、(3+1)次元時空について調べられており、その境界条件の設定次第
では引力とは限らず斥力として現れることが示eれている。またfーghiであるjklm

はnoをpたない。

そこでqrは、(2+1)次元時空におsるnoをpつfーg場についての Casimir 力のtuを
行vた。wxにfーghiがnoをpつ場y、そのz{zmg|m}度(以~、}度は��)
は次�(1)で�eれる�Aはfーg場、Fはfーg場の�e、mはfーghiのno�。

とこ�がこのno�はfーg���をpたず、このままの�は�eれない。しかし、(2+1)次

元においては次�(2)のz{zmg|mが�eれる�は������m�ル、は定��。

��第��がいわ�る Chern-Simons�と呼ばれる、oi�ール���l��g�ル ¡体の

有�理¢な£に現れるl��g�ルな�である。この�はfーg場のno�と¤な¥ことが

で¦るが、fーg��である。このz{zmg|mから次�(3)のエネルギー-§¨o�m�ル

�Sは©ª、gは«o�m�ル、gは gの行¬��を«­¥るとl��g�ルな�の®¯は

°±しno�の®¯は�れない。た²し、これはあ�までp³´µ¶ルのはなしであり·¸、

エネルギー-§¨o�m�ルの¹空º»¼<T>を«­¥るとno�の®¯は½る。これはfー

g場のnoが Casimir力に®¯を¾¿¥ことをÀÁしÂ�ÃÁÄい。[ÅÆÇÈ]1)H. B. Casimir,

Proc Koninkl. Ned. Akad.Wet. 51, 793 (1948).
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